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１．はじめに

本科は全国的に名声を博している“南部もぐ
り”の伝統を受け継ぐため，昭和 27 年に１年
課程の「潜水科」として誕生した。
その後，幾多の変遷を経て，昭和 47 年に３

年課程の「水中土木科」，昭和 63 年には，機械
化・ロボット化への対応を考えた「海洋開発科」
となり，33 年目を迎えている。卒業生は約
1 , 700 名を輩出しており，国内外の海洋工事，
港湾やエネルギー施設等の施工維持管理，サル
ベージ，海洋調査，建設業，造船業等で活躍し
ている。入学生の状況は 40 名定員に対し，３
年生 29 名，２年生 22 名，１年生 23 名と少子
化の影響もあり苦戦している。

２．本科の特色ある活動

⑴　実習及び課題研究
本科の実習は 12 単位と多く，２年次と３年

次に６単位ずつ行っている。その他，１年次は
工業技術基礎３単位，３年次に課題研究の３単
位と実技を伴う授業を確保し，現場において作
業意識が高く，率先して動ける人材育成を目指
している。以下に実習等の内容を紹介するが，
これだけの特色と現場で役立つ内容を作り上げ
た先人の方々や諸先輩方に感謝している。

｢ 特色ある学校 ｣の生き残り

①　潜水実習
潜水実習は１年次から３年間，ヘルメット式
潜水を基礎に取り組み，重量約 70 kgの潜水器
を装着して行われる。ダイバー１名に対し，２
～３名のテンダーと呼ばれるサポート役とで協
力しながら着解装し，ダイバーはテンダーに命
を預けながら潜水技術を磨く。テンダーは潜水
中送気ホースなどを捌き，通話によりダイバー
の安全を確保しながら，作業に必要な道具を渡
すなどサポートする。ダイバーは体力や精神力
が必要とされ，テンダーもダイバーのことを真
剣に見守らなければならない。一連の作業は一
人ではできないことや危険が伴うことから，協
力や信頼関係が自然と生まれる良い教材と考え
ている。潜水方式としてはこの他，全面マスク
式潜水やスキューバ式潜水があり，ヘルメット
式潜水が現場から姿を消しつつある昨今，全面
マスク式潜水を主とした実習体系への移行を進
めている。
潜水プールの水深は 1 . 2 ｍ，３ｍ，５ｍ，10
ｍの階段式となっており，技術の向上により深
度を上げていく。５ｍのところはスペースを広
くとっており，土嚢の積み上げやパイプフラン
ジ・足場の組立て，バルーンリフターの取扱い
など，様々な作業が行われる。

岩手県立種市高等学校海洋開発科　教諭　吹切　重則
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また，潜水実習船「種市丸」（43ｔ・定員50名）
を有しており，実海域での潜水実習も水深 10
ｍ～ 20 ｍのところで行っている。

②　土木実習
クラスの生徒を２班に分け，潜水実習と土木

実習（冬季は溶接実習）を隔週交替で行ってい
る。土木実習では，各種測量を行うとともに玉
掛け作業や建設車両運転，コンクリートなどの
材料実習，情報系でエクセルやＣＡＤを学んで
いる。玉掛けについては，３年次技能講習修了
試験を行う。

写真２　海洋実習

③　溶接実習
溶接実習は主に冬季に行っており，ガス溶断
やアーク溶接を資格取得に関連付けて学んでい
る。ガス溶断は１年次に集中的に取り組み，技
能講習修了試験を行う。アーク溶接は１年次に
基礎を学び，２年次で JISの基本級検定に臨む。
３年次には水中溶接や溶断の技術を学び，陸上
においても立向きや横向き，半自動溶接など難
易度の高い溶接にも挑戦している。また，県内や
全国で溶接の競技大会が行われ，参加する生徒
は放課後や土日，長期休業中の練習に大変意欲
的に取り組み，多数の入賞を果たしている。

④　課題研究
課題研究は生徒の希望により，今年度３班体
制で行っている。
ア：潜水班（14 名）

写真４　水中溶接

写真１　プール実習 写真３　測量実習
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潜水実習を先取りし，更に高度化した内容で
取り組む。実習では他の生徒をリードし，サポ
ートする存在となる。進路についても潜水士と
なることをより強く意識し，課題の解決と技術
向上に励む。
イ：津波出前授業班（７名）
東京大学との海洋教育連携で継承された津波

解析実験を進化させ，防災教育と絡めた出前授
業を近隣の小中学校で行っている。ここ数年は
八戸工業大学とも連携し，津波解析の研究やハ
ザードマップの作成なども合わせ，発表技術の
向上に励んでいる。
ウ：地域貢献活動班（８名）
近隣の小中学校での奉仕活動を主体に，地域

から要望された内容で取り組む。小学校から屋
外のベンチ製作を依頼され，昨年より継承して
取り組んでいる。自分たちの持っている技術を
地域貢献に生かせるように励んでいる。

⑵　資格取得の多さ
本科の志望理由で一番多い回答が“多くの資

格が取得できるから”となっている。以下に取
得可能なリストを示す。

⑶　ＰＲ活動
入学生確保のために一番力を入れているのが
ＰＲ活動である。イベントでの潜水実演やポス
ター配布等，洋野町や JAMSTEC，水族館，水
産科学館，潜水協会，国交省，埋立浚渫協会等
と連携協力し行っている。イベントは東京の晴
海ふ頭での潜水器展示や潜水の仕事紹介等，ま
たは JAMSTEC，八景島シーパラダイス，八戸
水産科学館，地元ウニ祭りでの潜水実演，その
他修学旅行生，町の交流事業等での実習見学受
け入れや文化祭での体験潜水，土日を利用した
スキューバ体験など学校開放事業も積極的に行
っている。（ただし，コロナ禍により最近はで
きていない…）

⑷　６者協定等の連携
上記のＰＲ活動でも連携しているように，洋
野町，岩手県，国交省，潜水協会，埋立浚渫協
会，本科の６者で協定連携し，潜水教育への支
援と潜水士の人材確保に協力頂いている。担い
手育成に向けプレッシャーをより強く感じてい
るが，本科を後押ししてくれる心強い組織体制
となっている。
また，岩手県建設業協会からも資格取得の講
習やバス代，受験料の助成，現場見学など人材
育成に向け，多大な支援を頂いている。
⑸　本科職員
実習内容や資格取得の充実は，施設設備の充

写真５　小学生修学旅行受け入れ
１　潜水士
２　２級土木施工管理技術検定試験
３　溶接技能者評価試験（基本級・専門級）
４　測量士補
５　玉掛け技能講習修了証（指定教習機関）
６　ガス溶接技能講習修了証（　 〃 　）
７　送気員操作業務特別教育修了証
８　再圧室操作業務特別教育修了証
９　アーク溶接特別教育修了証
10　パソコン利用技術検定
11　計算技術検定
12　危険物取扱者試験各種
13　港湾潜水技士３級認定試験（学科のみ）
　　※令和３年度から在学中の受験が可能に
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実にあり，岩手県には大変感謝している。しか
もその施設を生かすためには，指導にあたる教
員の質が極めて重要であり，本科では 10 名中
７名の卒業生が配置され，指導にあたることが
できている。７名中４名は実習教諭で現場経験
もあり，現場で生きる知識や技術を教えられる
強みを持っている。

３．本科継続の現状と課題

潜水教育を継続するために大事なことは，潜
水の仕事が無くならず，その重要性も増し，業
界が豊かになることである。これまで卒業生は
“南部もぐり”（種市出身のダイバー）として高
い評価を得てきたと同時に，業界を豊かにでき
る存在であった。つまり，これからもそういう
存在であり続けることである。四方を海で囲ま
れた日本にとって潜水の仕事が無くなることは
考えにくいので，優秀な人材確保が一番のポイ
ントとなり，育てられる学科であり続けたい。

⑴　少子化時代の生徒確保
本科がある洋野町種市も少子化の影響で中学

生の数も年々減ってきている。近隣の久慈～八
戸の生徒も入学してきているが，冒頭で話した
ように入学者数は減少傾向にある。それでもこ
こ数年，何とか 20 人台をキープしてきた背景
には，学生寮の存在が大きい。日本潜水協会，
港湾空港総合技術センター，潜水業界等からの
多大な寄付と洋野町，岩手県の協力もあり，４
年前から運営してもらっている。現在 16 名が
入寮しており，北海道，宮城，福島，茨城，東
京，横浜，大阪，兵庫，広島及び県内の遠隔地
から集まっている。潜水の仕事は日本各地にあ
り，目指したいのは将来的に出身地に戻って活
躍してもらうことである。
今後もＰＲ活動を頑張り，潜水や海洋工事に

関心が高い生徒を獲得していきたい。

⑵　時代とのギャップ
情報化，ロボット化と時代の進化が加速して
きていることと，ハラスメント問題等職場の環
境や働き方改革など変化が大きくなってきてい
る。海洋工事を請け負っている場合，海況との
相談もあり，難しい問題なのだと感じている。
潜水についても過酷な環境をそうそう避けて行
えるものではないと思うし，荒々しい海の工事
には，負けん気の強い人材も必要で，そういう
チームで工事を進めていると思う。そのような
現場で叱られることに免疫の少ない人材では仕
事を続けることが難しいと考えるし，また何故
叱られているのか分からないのであれば，とて
も不幸なことであるので，在学中にできるだけ
教えていきたい。また，お世話になったことへ
の感謝や恩を感じられる，義理人情に厚い人材
を育てたい。
また，現在はＲＯＶの実習も試みているが，
情報化，ロボット化については，できるだけ取
り入れていきたいと考えている。実際には人の
手や目でなければならない場合もあり，判断し
ながら，より効率的で安全な工事となっていく
ことを望んでいる。
変わるべきところは変え，変わってはいけな
いところを変えず，生き残るために大事な部分
を見極めていきたい。

４．おわりに

特色ある学校を題材に勝手気ままに原稿を書
かせていただいた。潜水教育の継承は一年一年
綱渡りの状態でいくと考えている。
潜水士の役割と本科の存在を知ってもらう活
動に力を入れ，指導する側の後継者を育成し，
支援してくれる協会や業界のバックアップも受
けながら，この特色ある学科がいつまでも続い
ていくことを切に願っている。
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